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 は既約3次多項式  －２ の解である。
環 ℚ[] = ℚ ＋ ℚ[] + ℚ[] である。
代数拡大の基本定理より、これが体 ℚ() と同一になる。
即ち、ℚ[] の一般の元 a + b  + c  ≠ 0 に対し、
逆数   ∈ ℚ[] 　即ち、分母の有理化ができる！
これをベズーの等式の多項式版（ユークリッドの互除法）を用いて正当化できる。

例：　1 + 2 + 3  ∈ ℚ[] について
　　h(x) = 1 + 2x + 3 とおく。
　　すると、h() = 1 + 2 + 3 となる。
－２ はℚ上既約なので、2次式h(x)との最大公約式は1である。
　即ち、GCD(－２, h(x) ) = 1 となる。
よって、ベズーの等式の多項式版より
　u(x)( －２) + v(x) h(x) = 1 ・・・※
となるℚ係数多項式 u(x), v(x) が存在する。
（ 互除法のコンピュータ計算より u(x) =  , v(x) =  ）
※に x =  を代入して
　0 + v() h() = 1
      v() h() = 1
    =  = v() =  =   
